
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予習 １ 

 図のような長方形断面で考える。 

断面積：𝐴 = 𝑏 ∙ ℎ 

〔強軸（x-x軸）〕 

断面２次モーメント：𝐼𝑥 =
𝑏ℎ3

12
 

断面係数：𝑍𝑥 =
𝐼𝑥
ℎ

2

=
𝑏ℎ3

12
∙
2

ℎ
=
𝑏ℎ2

6
 

断面２次半径：𝑟𝑥 = √
𝐼𝑥

𝐴
= √

𝑏ℎ3

12
∙
1

𝑏ℎ
= √

ℎ2

12
=

ℎ

2√3
=
ℎ√3

6
 

〔弱軸（y-y軸）〕 

断面２次モーメント：𝐼𝑦 =
ℎ𝑏3

12
 

断面係数：𝑍𝑦 =
𝐼𝑦
𝑏

2

=
ℎ𝑏3

12
∙
2

𝑏
=
ℎ𝑏2

6
 

断面２次半径：𝑟𝑦 = √
𝐼𝑦

𝐴
= √

ℎ𝑏3

12
∙
1

𝑏ℎ
= √

𝑏2

12
=

𝑏

2√3
=
𝑏√3
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      図 軸力図           図 応力分布図 

 単純ばりに圧縮の軸力のみが作用している状態となるため，N-図は上

図のようになる。従って，作用している応力は軸方向の圧縮応力となり，

応力分布図は，上図のようになる。 

𝜎𝑁 =
𝑃

𝐴
=
𝑃

𝑏ℎ
 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

    図 曲げモーメント図       図 応力分布図 

 単純ばりの両端に曲げモーメント𝑀のみが作用している状態となるた

め，M-図は上図のようになる。従って，作用している応力は次のように

計算でき，応力分布図は上図のようになる。 

𝜎𝑁 =
𝑀

𝐼
∙
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2
= 𝑀

12
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A B𝑃 𝑃

+

N-図

𝑃

A B𝑀 𝑀

+

M-図

𝑀

𝜎𝑁 =
𝑃

𝑏ℎ

𝜎  𝑥 =
𝑀

𝐼
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=
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